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組み合わせ 上記基本表現 +「ですね (:)」「っすね (:)」 例) あのですね:







































(W) 言い誤り・発音の怠け等の一時的な発音エラー (W コエ|これ)，(W ギーツ|技術)
(D) 語の言いさし (D コ)明日から
2）韻律・パラ言語的情報に関わるもの
? 疑問上昇調 行きます?，コップ?
(T) 小さい声で発話している箇所 (T これじゃないのか)
(L) 笑いが生じている箇所 (L)，これ(L なんですけど)
(C) 泣きながら発話している，あるいは単独の泣き (C)，(C なにが)
(S) 歌いながら発話している，あるいは歌詞を伴わない歌 (S)，(S ふるさと)，(S ヘイヘイホー)
＜＞ 発音に類する行為のうち会話の流れに関わるもの ＜舌打ち＞，＜咳＞，＜口笛＞
3）聞き取り等の判断の信頼性に関わるもの
(U) 聞き取りや語の判断に自信がない箇所 (U 外国/外交)，(U な＃＃＃)
(X) 語が不明な箇所（最終的には(U)に統合） (X リョウゴ)アタック，(X ルトラ)のさ
4）転記テキストの可読性や内容理解の補助に関わるもの











(Y) 漢字表記の一般的な読みと発音が異なる箇所 (Y ゼツ|舌)，(Y ギョク|玉)
(G) 解析が困難な口語表現，口語表現かどうか迷う表現 (G 嫌|や:)，(G ちょっと|ちょっ)
(F) 「あの」「その」類がフィラーとして使用された場合 (F その)なんというんですか
7）その他，個人情報保護やコメントに関わるもの
(R) 個人情報などに関わる仮名・伏字処理候補 (R 国語研究所)の(R 佐藤)さん
@ 転記単位に対するコメント スパ@車の愛称














































• 笑い : タグ (L)
• 泣き : タグ (C)
• 歌 : タグ (S)
　笑いながら，泣きながら，歌いながら発話している場合，その範囲に上記タグを付与する。非
言語音が単独で出現する場合，あるいは歌詞を伴わない（聞き取れない）歌の場合には，それぞ







































タグ : やタグ % などは使用せず聞こえた通りに表記する。
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音が特定できない恐れがある場合や，複数の読みがある場合，その範囲に (Y 読み |標準的表記 )
を付与し，読みを補足する。読みは片仮名で表記する。














や 形状詞「嫌」 そんなの(G 嫌|や)。
感動詞「いや(否)」 (G いや|や)。そうじゃなくて
感動詞「いや」 (G いや|や)。それ程のことでも
ま 副詞「まあ」 (G まあ|ま)いいか。
感動詞「まー」 あら(G まー|ま)驚いた。
そ 感動詞相当(応答)「そう」 (G そう|そ)(G そう|そ)。そうゆうこと。





























発話者 開始時間 終了時間 テキスト
IC01 2502.617 2503.920 (U この前)飲み会どこで飲んだの。
IC03 2504.661 2505.651 えっと赤坂。
IC04 2507.718 2508.495 赤坂の
IC03 2508.791 2509.744 (L)
IC04 2509.287 2510.202 料亭。
IC03 2510.912 2511.480 (L いやいや)。
IC01 2511.432 2512.185 違う違う。
IC01 2512.749 2513.451 居酒屋。
IC03 2513.641 2514.236 (W イサカヤ|居酒屋)。
IC03 2515.464 2516.201 (X フタヘルモ)。
IC03 2516.999 2519.648 同期の(D ヒ)(D フ)同期と二人で飲んだぐらいで。
IC05 2519.670 2521.713 芸能人もいっぱい歩いてるんじゃないですか。
IC05 2521.713 2522.074 外。
IC03 2522.237 2522.865 (W ンナ|そんな)見る余裕。
IC03 2522.869 2526.534 もう仕事終わったら家帰ることしか頭に(L ないです)。
IC05 2523.585 2524.039 ね:。
IC03 2526.541 2527.636 (L)
IC01 2530.214 2531.759 前ＴＢＳの地下で:
IC01 2532.456 2533.398 (R 仮名処理)さんジュリー見た。
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•  短単位を範囲に付与されるタグについては，その情報を利用し，タグ付与範囲の開始・終
了位置で必ず単語が分割されるようにする。
•  転記単位境界（ただしタグ + が使用されている個所を除く）およびスペースの位置で必ず
単語が分割されるようにする。
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Abstract
This paper describes the criteria and composition method of transcription for the Corpus of 
Everyday Japanese Conversation, which has been in construction since 2016 and will contain 
200 hours of various types of conversations in a balanced distribution. As some expressions are 
extremely informal, hard to hear, or hard to understand, it is necessary to establish clear criteria for 
transcription to ensure homogeneous transcription quality from a large number of staff. Methods 
are also required to transcribe no less than 200 hours of conversations efficiently and in a timely 
manner. As part of this project, procedures for efficient transcription have been considered, and the 
development of tools and the revision of criteria of transcription have been conducted. This paper 
presents said transcription criteria and methods.
Key words:  Corpus of Everyday Japanese Conversation, corpus construction, transcription criteria, 
transcription method, tag design
